
宿場で
お宝探し

東信州中山道

treasure hunt at syukuba

お宝を探して酒枡GET!!

［ルール解説］
各宿場の受付にて宝マップ（地図）を受取、
ルール説明を受けてイベント参加。
（HPからでも参加できます）

宝マップ（地図）には、クイズ形式で各宿場の
チェックポイント（名所）が書かれているの
で、その場所を訪れ、各チェックポイントの
写真（風景）をすべて撮る。

全てのチェックポイントの写真を撮影したら、
受付に戻り、写真を呈示。
顔出しパネルで記念撮影したらゴ～ル！
記念品の酒枡をもらう。

開催期間
2016年9月1日（木）～11月6日（日）

開催場所
東信州中山道各宿場

（沓掛宿・追分宿・岩村田宿・塩名田宿・望月宿・芦田宿・和田宿）

参加無料

平成 28 年度長野県地域発元気づくり支援金活用事業

記念品の酒枡
顔出しパネル

各宿場限定100個
顔出しパネルで撮影したら
写真をSNSに投稿してく
ださいね。

東信州中山道連絡協議会（事務局）佐久市観光協会事務局 TEL : 0267-62-3285  FAX : 0267-62-2269

一その

二その

三その

各宿場、全ての酒枡を集めよう！
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名
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「#東信州中山道」で投稿！
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東信州 中山道
～軽井沢宿から和田宿へ～

　江戸五街道の一つ「中山道」は六十九の宿場を持ち、道中木曽を通過
することから「木曽街道」とも呼ばれ、信濃には二十六の宿場があった。

　江戸からのその道中は碓氷峠が入口となり、その先、雄大な浅間山を
望みながら軽井沢、沓掛を進む。
　善光寺へと続く北国街道との分去れとなる追分、姫君に愛された小
田井。
　佐久平の盆地をゆるゆると行けばかつての城下
町岩村田。
　千曲川のせせらぎを渡る塩名田、良質
な米の産地、五郎兵衛新田に近い八幡。
　駒の里として歌人に詠まれた望月、
造り酒屋の美酒を味わう茂田井。
　峠には松の並木が続く芦田、竪
町と横町が直角に交わる長久保。
　やがて中山道最高地点、標高
1600m の難所が迫る和田、その
和田峠を越えれば諏訪へと下りが
続く。

　これらさまざまな様相を
見せてくれる軽井沢宿から
和田宿までの十二の宿場を
「東信州中山道」として
親しみながら旅してもらいたい。

軽井沢ショー
記念礼拝堂

ショーハウス
記念館

二手橋
つるや旅館

チャーチ
ストリート軽井沢

明治天皇
行在所の碑

軽井沢観光会館

軽井沢町観光振興センター

道標

芭蕉句碑

本陣

遊歩道

遊歩道
道標

（　　有料トイレ有）

Honjin

Wakihonjin

軽井沢西部小

追分宿
案内看板

追分案内
マップ

追分宿郷土館
敷地内に軽井沢町最
大の馬頭観音が移設

常夜燈

昇進橋
（精進場橋）

諏訪神社
江戸時代までは上
諏訪神社。
明治時代に上下諏
訪神社と宿内の神
社が統合された。

泉洞寺
境内には堀辰雄
の愛した如意輪
観音や稲垣黄鶴
筆塚、カーリン
グ地蔵など石造
物が多数

関札場跡

御影用水上堰
追分宿の北側を流れる上
堰は、取水して宿用水と
して使用された。

軽井沢
測候所

道標
道標

追分の一里塚
南北一対
（軽井沢町指定文化財） 

浅間神社

江戸時代には石尊山・浅間山に登る入
口で、浅間嶽を遥拝する里宮。明治2
年（1869）に本殿がおかれ浅間神社と
した。本殿は軽井沢町内最古の建築
で、軽井沢町文化財に指定。
敷地内には、芭蕉句碑、追分節発祥の
地碑など、石造物が多数残る。

脇本陣油屋跡

現在は蕎麦処ささくら

本陣跡
敷地内に明治天皇御巡幸碑

追分宿駐車場
天皇陛下御製碑

修験寺院
自性院跡

旧下諏訪
神社参道

吉野坂

（伝）吉野太夫の墓

堀辰雄文学記念館
記念館正門に、追分
宿本陣の裏門が建つ

追分宿高札場跡（レプリカ）・貫目改所跡
当時の高札は追分宿郷土館に保存されている。

脇本陣
甲州屋跡

追　分

追分宿

駐在所

桝形の茶屋
津軽屋 旧旅籠

蔦屋

寿美屋
御
膳
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Wakihonjin

museum
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CVS

CVS
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長倉諏訪神社

地蔵
小田井宿
祭小屋

東の桝形

宝珠院の
アカマツ

問屋跡

旅籠

問屋跡

高札場跡
道標道標

道標

道標

道標

小田井北

小田井

本陣跡

脇本陣跡

西の桝形

道祖神

Honjin

Wakihonjin

二十一番 小田井宿
（本陣1、脇本陣1、旅籠5）

小田井宿
No.21 Otai-juku

Honjin1, Wakihonjin1, hatago5

追分宿
二十番 追分宿

（本陣1、脇本陣2、旅籠35）

No.20 Oiwake-juku

Honjin1, Wakihonjin2, hatago35

軽井沢宿
十八番 軽井沢宿

（本陣1、脇本陣4、旅籠21）

No.18 Karuizawa-juku

Honjin1, Wakihonjin4, hatago21

沓掛宿
十九番 沓掛宿

（本陣1、脇本陣3、旅籠17）

No.19 Kutsukake-juku

Honjin1, Wakihonjin3, hatago17

こちらの宿場では
イベントはありません

こちらの宿場では
イベントはありません

宿場で
お宝探し

宿場でお宝探し

東信州中山道

treasure hunt at syukuba

お宝を探して酒枡GET!!
開催期間

2016年9月1日（木）～11月6日（日）
開催場所

東信州中山道各宿場
沓掛宿・追分宿・岩村田宿・塩名田宿

望月宿・芦田宿・和田宿

参加無料

平成 28 年度長野県地域発元気づくり支援金活用事業

受付場所＆ゴール
追分宿郷土館
受付時間 10:00～16:00

CP1. 郷土館の中の江戸時代
の馬子と浅間山の大画面。  

CP2. 辰雄の庭の白い碑には
自筆の文字が刻まれている。

CP3. 江戸時代ここで幕府か
らの禁制などを見た。

東信州中山道連絡協議会（事務局）佐久市観光協会事務局 
TEL : 0267-62-3285  FAX : 0267-62-2269

［ルール解説］

各宿場の受付にて宝マップ（地図）を受取、
ルール説明を受けてイベント参加。
（HPからでも参加できます）

宝マップ（地図）には、クイズ形式で各宿場の
チェックポイント（CP）が書かれているので、そ
の場所を訪れ、各チェックポイントの写真（風景）
を全て撮る。

全てのチェックポイントの写真を撮影したら、受付
に戻り、写真を呈示。
限定写真パネルで記念撮影したらゴ～ル！
記念品の酒枡をもらう。

各宿場、全てのアイテムを集めよう！

一その

二その

三その

中山道歩き歴史用語
［宿　場］
　流通の中継地点として、人夫や馬を駐在させた駅の機能を持つ
場所。商業や情報の拠点として、旅人の宿泊施設が集められた。
［本　陣］
　武士や公家など当時、身分が高かった人のための宿泊所。地域
有力者の家がその指定となった。

［脇本陣］
　本陣だけで収容できない場合など
に使用された武士や公家の宿泊所。
本陣とは違い、一般の旅人の受け入
れも行っていた。
［旅　籠］
　一般の旅人向けの食事つきの宿泊
施設。
［高札場］
　幕府からの禁制や通達事項などを
標した札「高札」を掲げた場所。
［問　屋］
　人や荷物の継立業務を行っていた
施設。
［一里塚］
　昔の距離の単位である一里（約
4km）毎に目安として造られた塚の
こと。
　マイルポストなどと同様。

旅人
必見！

当時の旅人の服装

東海道と並んで、江戸と京をつな
ぐ主要街道であった中山道はたく
さんの旅人が往来した。
旅路を楽しんだ旅人の服装の一部
をご紹介します。

●町人の旅支度

すげがさ

かっぱ

手甲
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ももひき

煙草入れ

小銭入れ

ふり分け荷物
二つの荷物をひも
で結び、前と後に
分けて肩にかけた。

道中差し
町人などが旅に出
るとき、携帯した
護身用の刀。
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EVENT
・堀辰雄文学記念館講演会
日時：10月23日（日）
場所：追分区公民館
・G7交通大臣会合開催記念
  三館合同特別企画展
 「浅間根腰の三宿を往く
　～江戸期の軽井沢の道～」
日時：7月30日（土）～10月2日（日）
場所：追分宿郷土館

EVENT
・G7交通大臣会合開催記念
  三館合同特別企画展
 「軽井沢の道と鉄道
　～近代から現代まで～」
日時：7月30日（土）～10月2日（日）
場所：歴史民俗資料館
・歴史民俗資料館
【廃道ウォーキング～
　アプトの道を歩く～】
日時：9月17日（土）
　　　8：30～12：00
場所：中央公民館集合

受付場所＆ゴール
歴史民俗資料館
受付時間 10:00～16:00

CP1. 資料館の受付横テーブル
の歴史のカケラ。

CP2. 資料館そばの読書ができ
る建物の看板。

CP3. 近くの近衛文麿ゆかりの
別荘内のステンドグラス。中軽井沢

南　原

中軽井沢西

中部小入口

軽井沢
町役場

旧近衛文麿別荘
（市村記念館）

離山図書館

歴史民俗資料館

浅間山が
左手に見える
場所

軽井沢病院

長倉公園

長倉神社

中軽井沢駅
（観光案内所有り）

八十二銀行

18
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軽井沢中学前

一里塚

馬頭観音等石造物（3基）

草津道
への道標

沓掛
時次郎碑

脇本陣ますや跡脇本陣つる屋跡

脇本陣つた屋跡

Honjin

Wakihonjin

Wakihonjin

Wakihonjin

沓掛時次郎碑

本陣跡

Honjin

熊野皇大神社 熊野神社

※熊野皇大神社、熊野神社は、
　長野県と群馬県の県境にあり、
　この二つの名前をもっている。

脇本陣つたや跡 Wakihonjin

脇本陣つるや跡 Wakihonjin

皇女和宮拝領人形

小田井宿まつり
文久元年（1861）皇女和宮が徳川家茂
に降嫁する道中、小田井宿本陣にお立
ち寄りになり、給仕した少年が童子の
人形を拝領したと伝えられている。
毎年8月16日に開催される小田井宿まつ
りはその様子を再現し、和宮に扮した
少女と、拝領した童子の人形をかごに
乗せ、当時を偲ばせる衣装を身に着け
た行列が、宿場内を練り歩く地域住民
の手作りのまつりとして有名。

［軽井沢町観光経済課］
TEL:0267-45-8579

［軽井沢町観光経済課］
TEL:0267-45-8579

側に石橋がある。

museum

天保14年（1843）「中山道宿村大概帳」に載せられ
た数字をもとに記載。

※本陣、脇本陣、旅籠数の表記について

脇本陣

・江戸屋・三度屋
・佐　忠・丁字屋



佐久 I.C 東

住吉町

岩村田

岩村田本町

相生町

CVS

CVS

道標

道標

〒

JR岩村田駅

佐久警察署

JR小海線

道路元標石柱

三宝荒神社
神明神社

円満寺

善光寺
道標

法華堂

ドラッグストア

伊勢屋敷跡

こてさんね

今宿・上州道の
常夜燈

佐久市子ども
未来館

道祖神

View Point

行人塚
千手観音
馬頭観音
石祠

住吉神社
御嶽神社石碑
道祖神

龍雲寺
元亀3年（1573）伊那駒場で病
死した武田信玄の死は3年間秘喪
とされたが、北高禅師は密かに
遺骨を持ち帰って龍雲寺に埋葬
したという。

西念寺
仙石秀久墓碑
吉澤好謙（鶏山）句碑

藤の名所
木造十一面観音立像
キャンベル追悼供養碑

鼻顔稲荷神社
桜と紅葉の名所

道標

道標

望月高校

川西赤十字
病院

真山家住宅 大和屋
（国指定重要文化財）

類焼により明和3年（1765）に再建されたもの。2階が
1階よりも前方に突き出た出桁（だしげた）造りは再建
以来手が加えられていない。

信永院
天文元年（1532）望月左衛門尉信永の
開基と伝わる。本堂前に樹齢五百余年と
いわれる根元から十数本の幹を生じた珍
しい榧（かや）の木がある。

長坂の
馬頭観音
道祖神・石仏群

佐久市役所
望月支所

望月バス
ターミナル

城光院
この地に古くから勢力を張った望
月氏と関係が深い寺。望月氏宝篋
印塔や境内に佇む青面金剛像の姿
に年月を感じる。

大伴神社
延喜式佐久三社（英多・
長倉・大伴）のうちの一
社。榊祭りは大伴神社の
例祭といわれ、今でもそ
の境内で奉納が執り行わ
れる。

歴史民俗
資料館

佐久市望月
商工会館

望月宿入口

御桐谷

御桐谷西

CVS

CVS

本陣大森家

脇本陣・問屋

P
Honjin

museum

hospital

Wakihonjin

道標

道標

〒

道路脇の下道

道祖神薬局

中津橋

千
曲
川

タクシー

正縁寺

塩名田神社

中山道
塩名田宿標識

休み茶屋跡
中宿から河原宿へ急坂
を下った左側に湧水が
出ている。
お滝・十九夜塔

大井屋

（丸山善兵衛本陣跡）
塩名田宿は、暴れ川であった
千曲川の東岸にあり、10軒ほ
どの旅籠があるだけの小さな
宿場にも拘らず、合わせて３
軒の本陣と脇本陣があった。
橋も掛けられたが洪水のたび
に流失し、船や徒歩で渡るの
がもっぱらだった。

本陣・
問屋跡

塩名田

高札場跡

浅科公民館

舟つなぎ石

向沢山斑稲荷社
油揚げをお供えしてお願
いすると、 失くし物が見
つかるといわれている。

Honjin

浅科中学校

あさしな温泉
　穂の香乃湯

薬局

道標

八幡中町

八　幡

CVS

問屋・脇本陣跡

八幡神社
瑞垣門（みずがきもん）
が宝永5年（1708）、随
身門（ずいじんもん）が
天保14年（1843）に建
立された。額殿には安永
9年（1780）に奉納され
た県下最古の算額があ
る。

高良社（旧本殿）
（国指定重要文化財）

蓬田の八幡神社の境内にある社。延徳三年
（1491）望月城主滋野遠江守光重を中心に
御牧郷の総社として建立された。

馬頭観音

道の駅
ほっとぱ～く・浅科

View Point
田園風景と浅間山

八幡本陣跡（小松家）

はちまん

Honjin

Wakihonjin

142

P P

ふるさと
交流館
「芦田宿」

標識
（石打場公園）

正明寺
(紫雲の松)

常夜灯 芦　田

芦田中央

山　部

CVS

〒

立科町役場前

立科町役場

金丸土屋旅館

酢屋茂

かぶと松と休み石

Wakihonjin
脇本陣跡
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松尾神社
京都「松尾神社」祭神を分霊し
て奉祀してあり、酒造の守護神
として近隣の酒造家の信仰を得
ている。

長久保宿本陣

江戸時代を通じて、本陣と問屋を
務めた。当時の建造物としては、
御殿と表門が現存し、御殿は中山
道では現存する最古の本陣遺構と
いわれている。

一福処 濱屋
「出梁造り」が特徴的な
旅籠建築で、長久保宿を訪
れる方の休み処として改
修・整備し、歴史資料館と
して公開している。

駐在所

長久保横町

濱田屋旅館
長久保宿で現在でも唯一
営業している旅館。
中山道を歩く人々にとっ
て、大切な宿として利用
されている。

長安寺

観音寺

道標

道標 長久保宿標柱

辰野屋

長久保宿標柱

釜鳴屋
「本うだつ」が一際目を引く釜鳴
屋は、酒造業を営んでいた。現在
でも風情のある町屋の様式を残し
ている。

かまなりや

脇本陣跡

問屋

P
吾一庵

馬頭観音

museum

Honjin

Wakihonjin

菩薩寺

和田小
和田中

長和町
和田支所

和田宿温泉
ふれあいの湯

142

信定寺

羽田野 黒耀石石器資料館

大黒屋

熊野神社
新海神社

高札場跡

交番

問屋跡
（米屋鐡五郎）

よろずや

和田宿
ステーション

八幡神社
和田城主大井氏の居館の鬼門
除けにつくられたとの伝承が
ある。本殿は江戸時代中期の
作と推定されている。

歴史の道資料館かわちや
（国指定史跡）

和田宿の旅籠のうちでは、規模が大きく、
出桁造りで格子戸のついた代表的な遺構で
ある。大火後に再建されたものだが、幕末
の建築様式をよく伝えている。「歴史の道整
備事業」により、資料館として復元された。

和田宿本陣

（国指定史跡）
文久元年（1861）3月、和田宿の大火
で焼失したが、同年11月の和宮降嫁
を受けて再建された。明治維新後は役
場などに使用されていたが、昭和61
年から5ヶ年をかけて、往時の姿に復
元された。出桁造りの間口12間・奥
行9間に及ぶ宿場最大の建造物。

CVS

〒

役場前

脇本陣

P
中山道石碑案内板

道標

石祠

道標

道標

茂田井
一里塚跡

茂田井の桜並木

間の宿看板 古峰神社

芭蕉の碑

若山牧水歌碑
酒好きで有名な牧水。
望月には、そこそこ
牧水の足跡が残る。

無量寺
天台宗比叡山延暦寺の末寺で来迎
山無量寺という。本尊は薬師如来
座像で長保５年（1003）創建と
いわれており、高さ２尺８寸４分
の檜造り脇侍に日光・月光両菩薩
を持つ室町時代の作である。

諏訪社
祭神は建御名方命、出雲系諏訪族の祖先とし
て、諏訪上下２社に奉斎され、古くは南宮と
もいった。諏訪神社を中心とする諏訪信仰は
全国的であり、その分社・末社は5076社と
いわれている。
現在の社殿は文化15年（1818）茂田井の宮
大工田中円蔵が建てたもので、上屋の中の本
殿は一間社流造りで外周が見事な彫刻で飾ら
れている。
神楽殿は、回り舞台にもなっており、現存す
る立科町唯一のもの。
正面大鳥居をくぐり、すぐ左側には松尾芭蕉
の「山路来て何やら床しすみれ草」の句碑が
ある。

石割坂
勾配がきつく大きな石があ
り通行に不便だったため、
石を割り中山道を開通させ
たので石割坂と呼ばれる。

武重本家酒造（株）
江戸後期の住宅や明治初期の
酒蔵などが国の登録有形文化
財となっている。

大澤酒造（株）
蓼科山の伏流水、地元の豊富
な米と酒造りに適した自然環
境にも恵まれた茂田井で元禄
二年（1689）より酒造り。
酒造りや街道文化の資料を展
示した民俗資料館や名主の
館、書道館、美術館がある。

P

P

茂田井
間の宿
Motai-ainoshuku

長久保宿
二十七番 長久保宿
（本陣1、脇本陣1、旅籠43）
Honjin1, Wakihonjin1, hatago43

No.27 Nagakubo-juku

No.28 Wada-juku
和田宿

二十八番 和田宿
（本陣1、脇本陣2、旅籠28）

芦田宿
二十六番 芦田宿
（本陣1、脇本陣2、旅籠6）

No.26 Ashita-shuku
望月宿

二十五番 望月宿
（本陣1、脇本陣1、旅籠9）

No.25 Mochizuki-juku

Honjin1, Wakihonjin1, hatago9 Honjin1, Wakihonjin2, hatago6 Honjin1, Wakihonjin2, hatago28

塩名田宿
No.23 Shionada-juku

Honjin2, Wakihonjin1, hatago7

二十三番 塩名田宿
（本陣2、脇本陣1、旅籠7）

二十二番 岩村田宿
（本陣0、脇本陣0、旅籠8）

岩村田宿
No.22 Iwamurada-juku

Honjin0, Wakihonjin0, hatago8

八幡宿
二十四番 八幡宿
（本陣1、脇本陣1、旅籠9）

や わ た

No.24 Yawata-juku こちらの宿場では
イベントはありません

こちらの宿場では
イベントはありません

こちらの宿場では
イベントはありません

蟠龍窟・弁財天
この弁財天は永正年中（1504-1521）
信永院開山道厳禅師が、琵琶湖の竹生島
より勧請したと伝えられる。

CP1.出桁・出格子が特徴的な
「上段の間」がある高級な旅籠。

CP2.かつて、「上の問屋」と呼
ばれ、現在はお休み処として営
業。

CP3.旧主真田家を偲び鬼瓦に
「六文銭」を掲げ、「文久の大火」
に耐えた門。

Honjin

受付場所＆ゴール
岩村田コンシェルジュ
（不在の場合は寺子屋塾）

受付時間 10:00～16:00（日曜休み）

Honjin1, Wakihonjin1, hatago9

受付場所＆ゴール
和田宿本陣

受付時間 9:00～16:00

受付場所＆ゴール
ふるさと交流館
受付時間 10:00～16:00

［入館料有］

［入館料有］

［入館料有］

CP1.八幡宿より瓜生坂を越えた
望月宿入口付近の石仏群。

CP2.佐久式内社の一つ毎年8月
15日に榊祭りを執り行う神社。
CP3.古くからこの地に根を張っ
た望月氏の菩提寺。

受付場所＆ゴール
佐久市望月商工会館
受付時間 9:00～17:00（月～金）

望月歴史民俗資料館
受付時間 10:00～16:00（土・日・祝日）

CP1.200年を超える客殿は長野県
宝に指定され、京風づくりの貴重な座
敷棟として大切に保存されている。  

CP2. 明治26年（1893）創業の味
噌、醤油の醸造元。発酵や醸造を主
体とした日本古来の伝統製法を守
り、忠実に味噌作りを続けている。

CP3. 約 1Kmにわたり150年～
300年以上たった老赤松が往時の
中山道を偲ばせている。   
     

CP1. 武田信玄の遺骨が埋葬されてい
るといわれる場所。
CP2. 第二次上田合戦で活躍し信濃小
諸藩の初代藩主を務めた人物の墓所。

CP3. 浮世絵師英泉が描いた岩村田宿
の名所絵がシンボル。

CP1. お瀧との関係も深く学問
の神様も祀られている神社。

CP2. 失くし物を見つけたい時
油揚げを供えてお参りするとよ
い場所。

CP3. 中山道を旅する人々の喉
を湧き水で潤してきた場所。

EVENT
・中山道塩名田宿宿場祭り
日時：平成28年10月9日（日）
　　　※雨天の場合は10日（月）
　　　9：30～15：30（予定）
場所：塩名田お滝通り

スタート
ゴール

光徳寺

この一帯を治めた武士芦田
氏の菩提寺。不開門の彫刻
（立川流）は見事なもの。

笠取峠の松並木

（長野県指定天然記念物）
約1ｋｍにわたり150年～
300年以上たった老赤松が
往時の中山道を偲ばせてく
れる。

津金寺

正式名を慧日山修学院津金寺とい
い、江戸時代は信濃天台5ヶ寺の一
つに数えられた名刹。この寺は天台
宗に属し、今から約1300年前の大
宝2年（702）に僧、行基によって
開山されたといわれている。その
後、最澄、円仁により学僧育成の寺
として天台談義所が設けられて今日
に至る。
観音堂・阿弥陀堂・妙見堂・仁王
門・鐘楼・石造多重塔・五輪塔・宝
篋印塔・保科五無斎記念碑・山野草
（カタクリ他）

旧芦田宿本陣
土屋家住宅

（長野県宝指定）
土屋家は、芦田宿の開設に尽力し代々本陣を務
めた。現在の客殿は寛政12年（1800）に建替
えられ、建坪は163坪（537㎡）。
往時は門の左に高札場、右に問屋場、後方には
間口5間の荷蔵、主屋、酒造蔵などがあった。
客室部は妻入瓦葺きで、玄関は幅2間、玄関内
の広間は27畳あり、奥の上段の間は、優れた
意匠の京風な造りとなっている。

EVENT
・町民まつり「立科えんでこ」
日時：平成28年8月6日（土）

・「中山道ウォーキング in
　たてしな」
日時：平成28年10月16日（日）

EVENT
・佐久市民祭「榊祭り」
日時：平成28年8月15日（月）

・佐久市駒の里草競馬大会
日時：平成28年11月3日（木）

EVENT
・和田宿宿場祭り
日時：平成28年8月14日（日）

EVENT
・岩村田祇園祭
日時：7月中旬
場所：岩村田商店街

・初午祭
日時：平成29年2月11日（土）
場所：鼻顔稲荷神社

EVENT
・松尾神社秋の例大祭（大山獅子）
日時：平成28年9月4日（日）

落合橋

受付場所＆ゴール
浅科公民館

受付時間 9:00～17:00（月～金）

大井屋
受付時間 10:00～17:00（土・日・祝日）

［佐久市観光協会］
TEL:0267-62-3285

［浅科商工会］
TEL:0267-58-0220

［佐久市望月商工会］
TEL:0267-53-5442

［立科町観光商工課］
TEL:0267-56-2311

［長和町観光協会］
TEL:0268-68-0006

スタート
ゴール

スタート
ゴール

スタート
ゴール

北陸新幹線

スタート
ゴール

museum

Honjin

Wakihonjin


